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噴火湾産有毒渦鞭毛藻 の増殖に及Alexandrium tamarense

ぼす水温および光条件の影響

宮園 章

の噴火湾産株の増殖に対するAlexandrium tamarense

水温，光強度および日長の影響を培養実験で明らかにし

た。本種は３-５℃の低水温下で増殖でき、10-18℃で最

大増殖速度を持った。これらは本種が低水温条件に適応し

ていることを示唆する。本種の光強度の閾値は5 E m s 以µ -2 -1

下と低く，光強度の半飽和定数は10-18℃で32.77～39.35

E m s であった。このことから本種が低光強度条件にµ -2 -1

適応していることが示唆された。約600 E m s の光条件µ -2 -1

では強光阻害は認めらなかった。日長が長くなると増殖

速度は早くなった。

Ａ335 北水試研報 61 １-8 2002

クロガシラガレイ（サロマ湖系群）の成熟体長と成熟年齢

村上 修

漁獲対象魚種の産卵期，成熟体長及び成熟年齢を把握

することは，漁期や体長の規制及びSPR型管理等の有効な

。 ，資源管理方策を設定するため特に重要である そこで

1989年～1999年のクロガシラガレイのサロマ湖系群を対

象に産卵期を推定し，体長と成熟率，年齢と成熟率の関

係を３つの成熟曲線モデルで比較した。その結果，産卵

期は４～５月と推定され，成熟は年齢よりも体長に依存

していることが示唆された。10～11月のデータから推定

した50％成熟体長は，雄が13.7cm，雌が17.1cmで，50％

成熟年齢は，雄が約４歳，雌が約５歳と算出された。成

熟曲線を算出する際には,いつの時期のデータを選択する

かが最も重要であり，成熟曲線はシンプルなロジスチッ

ク関数モデルで充分に実用的であった。

Ａ337 北水試研報 61 17-23 2002

Alexandrium tamarense噴火湾における有毒プランクトン，

のシストの鉛直分布，発芽活性およびシスト密度の季節変化

宮園 章

1996年４月から1997年３月まで，八雲沖で月１回のシ

スト採集を実施し，鉛直分布，発芽活性および密度の季

節変化を調査した。シストの高密度層は海底から４-７と

12-14cmにみられた。海底から０-３，３-６，６-９，９-

12cm層の底泥中のシスト密度はそれぞれ，186-365，406-

1157，211-736，90-377細胞g湿泥 であった。10℃下での-1

発芽試験では，０-３cm層のシストは２～５月には80%以

上が発芽し、８～12月にはほとんど発芽しなかった。現

場水温下での発芽試験では,２～５月にはシストの２～４

%が発芽した。

Ａ336 北水試研報 61 ９-15 2002

北海道沿岸におけるコンブノネクイムシの出現状況（短

報）

赤池章一，瀧谷明朗，津田藤典，元谷 怜，高橋和寛

1997年から2001年にかけて，日本海沿岸，津軽海峡，

日高支庁沿岸14カ所のコンブ目褐藻で，端脚類コンブノ

ネクイムシの寄生を確認した。同種は，ミツイシコンブ，

ホソメコンブ，リシリコンブ，マコンブ，ガゴメ，ワカ

メに寄生していた。マコンブとガゴメでは水深5～25mの

範囲で，その他は概ね水深10mまでの範囲で寄生が見られ

た。コンブ目褐藻への寄生は7月～翌年2月にかけて見ら

れ，寄生率は6.1～78.6％の範囲にあった。コンブ目褐藻

1藻体当たりの寄生個体数は，4.0～73.0個体の範囲にあ

った。同種は， 属コンブの実入り～枯死流失期Laminaria

Laminariaにかけて造巣，繁殖し，芽胞体～伸長成長期には

属コンブ以外を生活場所とすることが示唆された。渡島

支庁を除く５カ所の 属コンブで，等脚類キクLaminaria

イムシ属 spp の寄生が確認された。Limnoria .
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